
はじめに

　筆者たちは，これまでアフリカの舞踊や社会

に関する文化人類学的な研究を行なってきた。

研究は，研究目的を明らかにするために行うも

ので，研究者の興味・関心から出発する。だ

が，アフリカにいる人々を巻き込んで行われる

フィールドワークの場合，研究者の興味・関心

の探求だけで終わっていいはずはない。協力し

てくれた関係諸機関や個人に研究成果を公表す
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ることは，研究者の義務であり，責任である。

その観点に立って，遠藤は，日本だけではなく

アフリカにおいても研究成果を，時には日本の

舞踊や文化もまじえて以下のように報告してき

た：１．１９９９年８月，エチオピアのアディス・

アベバにあるファーガーフィクレ劇場１），

２．２００６年３月，及び２００９年２月，ナイジェリ

アのラゴスにあるナイジェリア国立劇場とベニ

ンシティにあるベニン大学２），３．２００７年８月，

ケニアのナイロビにあるボーマス・オブ・ケニ

アとジョモケニヤッタ大学３）など。

　さらに舞踊そのものを紹介しようと，筆者た

ちは，１９９６年，ボランティア組織であるエチオ

プス・アート日本委員会４）を結成し，１９９７年か
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　筆者たちは，アフリカで舞踊と社会に関するフィールドワークを行い，日本やアフリカにおいてそ
の研究成果を公表してきた。日本ではアフリカの民族舞踊に直接触れる機会が少ないという現状を踏
まえて，舞踊そのものを紹介しようとボランティア組織であるエチオプス・アート日本委員会を結成
し，アフリカの民族舞踊公演を計画した。その目的は，１．アフリカの文化的多様性を日本各地で紹
介すること，２．アフリカと日本との国際・文化交流，相互理解，平和友好の一助に資すること，３．
舞踊の新しい隆盛に貢献すること，である。その際に，「舞踊まるごと体験」（アフリカで踊られてい
る舞踊とそれにかかわる社会・文化を観る・知る・体験する）をキーワードに実施した。本稿では，
日本の劇場で行ったエチオピア，ケニア，タンザニアの民族舞踊公演を検討した。その結果，舞踊や
音楽を実際に聴き，観て，感じることにより，お互いの国際・文化交流，相互理解，平和友好に役立
てることができたと思われる。
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らは立命館大学応用社会学研究科・大学院生５）

も委員となり，アフリカの様々な民族舞踊団を

日本へ招聘して，各地の劇場で舞踊公演を行

い，また反対に日本人舞踊家や学生による舞踊

団を組織してエチオピアへ赴き，アディス・ア

ベバにあるシェラトンホテル，ヒルトンホテ

ル，エチオピア国立劇場などで舞踊公演を実施

してきた。これまでの公演活動は，以下であ

る：１．１９９７年１２月，「クイーン・シバ舞踊団

日本公演」６），２．１９９９年２月，エチオピアにお

ける「平和創造プロジェクトハートフルセッシ

ョン」７），３．１９９９年１０月，「エチオピアの民族

舞踊団日本公演」８），４．２００３年１０月，「ケニア

民族舞踊団日本公演」９），５．２００６年８月，「ケ

ニアの律動」１０），６．２００８年１１月，「タンザニア

チビテ舞踊団日本公演」１１），そして２０１１年は，

ガーナの民族舞踊団を招聘する予定である。

　上記をふまえて本稿では，エチオプス・アー

ト日本委員会が日本で行った，劇場におけるア

フリカの民族舞踊公演を事例に，第１に劇場で

アフリカの舞踊公演を行う意味とは何か，第２

にどのように公演を行ったか，第３にどのよう

な結果になったのか，を明らかにする。そのた

めに以下の項目を検討する：Ⅰ　日本における

アフリカの民族舞踊公演，Ⅱ　民族舞踊公演の

目的と意義，Ⅲ　劇場における民族舞踊，Ⅳ　

民族舞踊公演の実際，Ⅴ　まとめ。

　なお，遠藤（２００１）は，『舞踊と社会～アフリ

カの舞踊を事例として～』の中で，前述した公

演活動１，２，３の概要を述べている。本稿の

内容と一部重複するが，ここでは民族舞踊をい

かに公演したのかという点に照準をあてて検討

する。さらに，アフリカは，サハラ砂漠を境に

して以北をアラブ・イスラム文化圏，以南を黒

人アフリカ文化圏と分けて考えられることが多
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いが，本稿では，アフリカ大陸として考える。

Ⅰ　日本におけるアフリカの民族舞踊公演

　日本においてアフリカの民族舞踊は，どの程

度公演されているのだろうか。ここでは，次の

３点に焦点を絞って検討する：１．芸術支援を

行っている国の機関の１つである国際交流基

金，２．文化庁から委託をうけて舞踊年鑑を発

行している全日本舞踊連盟，３．一般財団の中

から特に民族舞踊公演を実施している財団法人

民主音楽協会。

Ⅰ・１　国際交流基金

　国際交流基金は，１９７２年に外務省所管の特殊

法人として設立され，２００３年１０月１日に独立行

政法人となった。文化芸術交流，海外における

日本語教育および日本研究・知的交流の３つを

主要活動分野としており，日本における海外の

舞踊団公演も助成している。

　では，アフリカの舞踊公演は，どの程度助成

しているのだろうか。

　同基金の公演助成に関するデータの公表形式

が異なるため，連続する時系列的変化を見るこ

とができないが，同基金の年報によると，１９７６

年度以降，アジアの団体による舞踊や音楽の公

演を主催・助成してきたことがわかる。

　アジア以外の国から招聘した団体の公演を行

ったのは，１９８３年度が最初である。１９８３年度に

は，全３団体の公演を助成・主催しているが，

このうち，「ザンビア合唱団」がアフリカの団

体である。翌１９８４年度には全９団体の公演を主

催・助成している。このうち，アフリカ民族舞

踊団親善公演（「チュニジア国立民族舞踊団」

と「ザイール・モブツ・セセ・セコ国立舞踊



団」の合同）と，ナイジェリアのポップ歌手で

あるサニー・アデ一行（２７名）のコンサート

の，計２公演に対し助成を行っている。

　１９８５年度には，アフリカの団体による公演を

行っていないが，１９８６年度には，全４公演中，

「アフリカ・フェスティバル」として３カ国

（コート・ジ・ボワール，ザイール，モロッコ）

合同のコンサートに対する助成を行っている。

　このように，１９８３年度以降，国際交流基金で

はアフリカや中近東の公演が助成され始め，

２００８年度に至るまで，アフリカの公演を主催・

助成している。地域別の割合から見ると，もっ

とも主催・助成数の多いのは一貫してアジア地

域であるが，アフリカの件数は上位２位から４

位あたりをつねに維持している。

Ⅰ・２　全日本舞踊連盟

　全日本舞踊連合（以下，全舞連）が，１９７６年

に創立した時から，文化庁の方針でそれまで日

本舞踊，現代舞踊，バレエ，児童舞踊の各協会

が発行していた年鑑を統一し，文化庁から委託

されて『舞踊年鑑』を発行している。この年鑑

は，７ジャンル（日本舞踊，バレエ，現代舞踊，

児童舞踊，舞踏，ジャズダンス，フラメンコ）

にわたり日本の舞踊界を網羅した唯一の年鑑で

ある。その中に記載されている「内外の動向」

を中心にしてアフリカの舞踊公演数を調べた。

ただし１９７６年～１９８３年までは，現在の年鑑と掲

載方法が異なる。そのため，１９７６年～１９７８年は

「現代舞踊公演記録」を参照にし，現代舞踊の

全記録（日本の団体含む）に含まれる，アフリ

カからの来日舞踊団数，１９７９年～１９８３年までは

「現代舞踊公演記録」「合同舞踊公演記録」に含

まれる，アフリカからの来日舞踊団数を調べ

た。１９７６年～１９８３年は，日本と海外の舞踊団公
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演が区別なく記載されていたため，どれが海外

の舞踊団なのかを判別することが困難であった

ものの，１９８２年だけは，チュニジア共和国民族

舞踊団公演と明確に記載されている。１９８４年～

２００９年は，来日舞踊団数（重複有）の総数は，

９１２団体，１９８４年は一番少なくて８団体，２００６

年は一番多くて５３団体，平均すれば３６団体であ

り，その多くがアジアや欧米の舞踊団である。

そのなかでアフリカの舞踊団は，１９９２年１団体

ナイジェリア国立舞踊団，２００６年１団体カンパ

ニー・ジャント・ビ，の２団体である。

Ⅰ・３　財団法人民主音楽協会

　財団法人民主音楽協会は，次の点を理念に

様々な活動を行っている（HPより引用）：１．

音楽芸術を享受する喜びと感動を，より多くの

人々と分かち合うために，民衆を主体とした多

角的な音楽文化運動を目指し，２．各地域にお

ける音楽文化の更なる活性化や，青少年の情操

を豊かにする音楽活動等様々な運動を通して，

新しい時代における音楽芸術の興隆に寄与し，

３．国家・民族・言語等の文化の相違を超え

て，グローバルな音楽文化交流を推進し，各国

家における相互理解と友情を深めていく。その

活動の１つが民族舞踊公演である。その公演歴

をみてみよう。１９７１年に開始して２００９年までに

１２３回の公演が実施されているが，その多くは，

アジアや欧米であり，アフリカの公演は，以下

の８回である：１．１９９１年３月，ケニア国立民

族音楽舞踊団（１２回公演），２．１９９２年３月，エ

ジプト国立芸術団（１６回公演），３．１９９２年７

月，ナイジェリア国立舞踊団（２０回公演），

４．１９９９年８月，アフリカ音楽紀行①エチオピ

ア国立民族舞踊団（２５回公演），５．２００１年８

月，アフリカ音楽紀行②ダンス・オブ・アース



（ザンビア国立民族舞踊団，３５回公演）

６．２００３年８月，アフリカ音楽紀行③果てなき

神秘の王国「モロッコの音楽」（１８回公演，アミ

ナ・アラウィ，タチノイテ，グナワ），７．２００５

年８月，アフリカ音楽紀行④セネガル国立舞踊

団（１６回公演）８．２００７年８月，アフリカ音楽

紀行⑤マダガスカル（１９回公演）。

　上記をまとめると，１．国際交流基金は，比

較的アフリカの民族舞踊公演を助成している。

２．『舞踊年鑑』では，１９７６年～２００９年におい

てアフリカの来日舞踊団数は３である。ただ

し，国際交流基金助成をうけて実施した公演や

財団法人民主音楽協会の公演がデータとして反

映されていないものがある。３．財団法人民主

音楽協会では，全舞踊団数は１２３，そのうちア

フリカは８である。

　これらを総じて考えると，日本におけるアフ

リカの民族舞踊団公演回数は，決して多いとは

いえない。これは，つまり，一般の日本人にと

ってアフリカの舞踊を実際に目にする機会が限

られている，ということを意味している。

Ⅱ　劇場における民族舞踊

　アフリカの民族舞踊は，もともと劇場（額縁

舞台）で上演されていたわけではない。それに

もかかわらず，劇場で舞踊公演をすることが，

本来のアフリカの舞踊を紹介することになるの

だろうか。その答えを得るために，今日のアフ

リカにおける舞踊の現状を探ってみたい。

Ⅱ・１　本来の民族舞踊

　アフリカの民族舞踊は，もともとある共同体

の広場，市場，家庭などにおいて，子供の命名

式，結婚式，葬式などの人生の節目に，五穀豊
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穣，家畜多産，家内安全などを祈願する祭祀の

一環として宗教的な側面を有して踊られ，ある

いはリズミカルな動きによる陶酔感を味わい，

人々と集い，楽しむために踊られていた。舞踊

教育研究者の松本千代栄（１９５７：２-３）は，原

始社会の舞踊に関して，以下のように述べてい

る：抽象的な言語に乏しい彼等は，集族の象徴

として，偉大な力を持つ自然や動物を崇拝し，

目の前にあるものに結びつくことによって，彼

等自身も互いに融合し，集簇としての生存力を

かためていた。（中略）集族を外敵から守るた

めに，集族自体の破壊を防ぐために，あらゆる

必要に応じて踊りが活用され，踊りは，原始社

会組織の紐帯をなしていたとみられる，と。

　また，舞踊研究者のマーガレット・ドウブラ

ー（１９７４：６-７）も，以下に示すように同じよ

うな見解を述べている：原始人は，集団で共に

生活し，共に働くことにより，たんなる個々人

が成就できるよりも，より大きな効果をあげる

ことを自覚し始めた。初期の人間社会において

は，初期の人間社会においては，舞踊の主な重

要性が，その社会的・宗教的生活の本質部分と

して機能をはたしている，と。

　このように舞踊は，共同体の中で，重要な役

割を担いながら，親から子へ，子から孫へ口頭

で伝承されてきた。

Ⅱ・２　今日の民族舞踊

　今日のアフリカにおける民族舞踊は，様々な

面において変化してきている。例えば，エチオ

ピアのアディス・アベバやケニアのナイロビで

は，プロの舞踊家が誕生し，練習場を借りて

人々に民族舞踊を教え，レストランでは宗教的

な意味のある民族舞踊を客のためにエンターテ

インメントとして踊っている。その舞踊は，舞



踊人類学者のユーディス・ハンナJudith Hanna

（１９６５：１３-２１）が指摘しているように，地域

的・宗教的であるより，劇的・娯楽的になって

きている。また，プロの舞踊家が誕生したとい

うことは，前述した口頭伝承が機能しなくなっ

たとも考えられる。さらに，最悪のケースで

は，消滅する危機に瀕している舞踊もある。例

えば，２００１年５月，遠藤は，フィールドであっ

たナイジェリアのオヤン村へ行ったが，回教徒

の王位継承者が王に就任したために伝統的な宗

教と結びついた祭りは禁止され，祭りで踊られ

る民族舞踊も踊られなくなっていた。

　このような現状を踏まえて，アフリカ（エチ

オピア，ケニア，ナイジェリアなど。理由や経

緯は若干異なる）では，文化と芸術を保護，上

演，振興するために国立舞踊団を創設，国立劇

場を建設し，伝統的な舞踊を保存・伝承・発展

させている。

Ⅱ・３　劇場のとらえかた

　劇場で民族舞踊を踊っているというアフリカ

の今日的状況から，日本の劇場で民族舞踊を公

演することも，アフリカの舞踊を紹介すること

に繋がるといえる。ここでいう劇場とは，基本

的には額縁舞台を意味している。しかしなが

ら，額縁舞台ではないが，多目的ルームなどに

おいてあたかも舞台があるかのように空間を利

用した場合も劇場として扱っている（劇場に関

する研究は，遠藤（１９９７）『舞踊における「劇

場」的空間の変遷』参照。なお，次に述べる公

演目的と演目のキーワードを考慮すれば，榊眞

（２００８：６２）が指摘する「場」１２）の意味も含まれ

る）。

劇場におけるアフリカの民族舞踊（遠藤保子・松田　凡） 31

Ⅲ　民族舞踊公演の目的・意義・演目

Ⅱ・１　目的

　エチオプス・アート日本委員会では，民族舞

踊の公演を行う目的を次のように考えた：

　１．アフリカの文化的多様性を日本各地で紹

介すること

　２．アフリカと日本との国際・文化交流，相

互理解，平和友好の一助に資すること

　３．舞踊の新しい隆盛に貢献すること

　文化の相違を身体のリズミカルな動きによっ

てシンボリックに表現する民族舞踊は，見るも

のにその国の美しさやエネルギー，世界観や思

考法を体感させる格好の媒体だと考えられる。

アフリカといえば，人々が飢餓に苦しみ，内戦

によって難民がひしめき，開発援助を受ける国

として，あるいは野生動物の王国としてのイメ

ージが浮かんでくるのではないだろうか。だ

が，アフリカはそれだけに留まらない。文化や

社会と密接にかかわって伝承されてきた舞踊や

音楽は，そのようなステレオタイプ化したイメ

ージではないアフリカの別の面を見せてくれ

る。

　ではなぜ，民族舞踊団の公演でなければいけ

ないのか。それは，以下による。アフリカの舞

踊は，音楽家の演奏と共に，集団で踊ることが

基本である。したがって，アフリカの本来の舞

踊を再現するには，集団で踊る舞踊団の公演が

よりふさわしい，と考えたからである。

　さて，国際・文化交流とは何をさすのだろう

か。塩谷陽子（２００６：２７４）は，国際交流とアー

ツ・マネージメントの中で，交流の中身に関し

て１．アーティストと観客の交流，２．アーテ

ィストと劇場運営者との交流，３．劇場運営者



同士の交流など指摘している。本稿では，１の

意味で用いている。

Ⅲ・２　意義

　Ⅰで述べたように，日本ではアフリカの民族

舞踊に直接触れる機会が少ない。したがって，

民族舞踊の公演を行う意義は，アフリカの文化

的多様性を紹介する機会をつくり，舞踊や音楽

を実際に聴き，観て，感じることによって，お

互いの国際・文化交流，相互理解，平和友好に

役立てることである。さらに，もう１つの意義

は，無文字社会であったアフリカにおいて，

人々は文字に記すよりも，舞踊や音楽によって

様々なことを表現してきた。そのような社会に

おける舞踊や音楽を知ることは，その原点を推

測できることである。

Ⅲ・３　演目

　当該国においては，様々な民族舞踊が踊られ

ている。では，それらをどのようにして選択

し，どのように公演を実施するのか。エチオプ

ス・アート日本委員会では，「舞踊まるごと体

験」（アフリカで踊られている舞踊とそれにか

かわる社会・文化を観る・知る・体験する）を

キーワードに，以下の点に留意しながら実施し

た。

　１．当該国における様々な民族舞踊を検討

し，その多様性を紹介することを基本に

する。

　２．上記１と関連するが，特定の民族舞踊に

集中しないように心がける。

　３．舞踊動作の特性に留意し，それがよりよ

く見えるように舞踊家の配置などを考慮

する。

　４．衣装や照明などによって公演演目にふさ

立命館産業社会論集（第４７巻第１号）32

わしい雰囲気をつくる。

　５．舞踊とかかわっている社会・文化が理解

できるような工夫をする。具体的には，

舞踊演目の合間に様々な解説（舞踊動作

が自然環境や社会環境を反映しているこ

とやどのような時に踊られているのかな

ど）を行い，可能であれば，現地の人々

の暮らしを映像で紹介する。

　６．舞踊家と観客とが一体感を味わえるよう

にする。具体的には，舞踊家や音楽家が

舞台から観客席へ，また観客席から舞台

へ入退場する過程で，両者のコミュニケ

ーションを円滑にする。

　７．集団で自らが踊るという本来の舞踊を劇

場で再現する。具体的には，ワークショ

ップの時間を設け，観客が実際に踊り，

楽器を演奏し，歌う機会を設ける。

　８．上記５と関連するが，舞台だけではなく

会場全体を舞台の延長ととらえ，舞踊と

社会が理解しやすいように写真，絵画，

動く映像，あるいは生活雑貨，楽器，小

道具などを展示する。

　なお，上記の目的，意義，演目のコンセプト

は，以下に述べるすべての公演に通底してい

る。また，公演の所要時間は，会場によって多

少異なるが，２時間を基本に考え，その中に休

憩時間とワークショップの時間（数分間程度）

を設けた。

Ⅳ　民族舞踊公演の実際

　次に，エチオプス・アート日本委員会が日本

で行った以下の民族舞踊公演について検討す

る：１．エチオピア，２．ケニア，３．タンザ

ニア。これらを選択した理由は，東アフリカの



隣接する３カ国における舞踊の共通点と相違点

を明確にしたいと思ったからである。（なお，

３カ国の舞踊に関する研究動向は，遠藤２００５：

１６３-１７４参照）。さらに各公演に関しては，以下

を報告する：１．公演準備，２．公演日程，

３．招聘団員，４．公演演目，５．公演評価。

Ⅳ・１　エチオピアの民族舞踊公演

Ⅳ・１・１　公演準備

Ⅳ・１・１・１　１９９７年の場合

　１９９６年春，公演の準備を開始した１３）。１９９６年

８月，松田がエチオピアへ行き，招聘するにふ

さわしい団体を探し，１９９６年１２月，国際交流基

金に公演助成の申請を行いながら，以下を行っ

た。組織・団体レベルの対応に関しては，外務

省へ後援の申請を行い，在日本エチオピア大使

館，エチオピア国際航空，日本エチオピア協会
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などへ協力・協賛・観客動員の依頼を行い，公

演実施の可能性がありそうな文化財団，民族学

博物館，大学などの機関に連絡をとった。個人

レベルでは，エチオピアと舞踊に興味・関心を

もち様々な活動を行っている画家，陶芸家，国

会議員などに協力を依頼した。１９９７年４月，同

基金の公演助成が内定し，打診した関係機関と

個人の協力を得て，後述する会場で公演が可能

になった。１９９７年８月，エチオプス・アート日

本委員会のメンバーが，エチオピアへ行き，約

１か月にわたって以下を行った：１．候補者の

面接，２．招聘団員の確定１４），３．招聘団員へ

の聞き取り調査（経歴と舞踊歴など），４．マ

ネージャーと公演内容の基本的な打ち合わせ。

そして９月に帰国した後は，以下を行った：

１．マネージャーとメールによる公演内容の確

認，２．公演会場との打ち合わせ，３．パンフ

図１　進行案（照明と音響）の一例
補足：上記の台形（舞台）に，出演者が舞台のどこからどこへ移動するのか，スタートは音楽か照

明か，出演者が舞台にいるのか（板付き）などを記載する。 （筆者作成）
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レットやポスターの作成，４．マスコミなどへ

の情宣活動，５．チケットの販売，６．アナウ

ンス原稿の執筆，７．進行案（照明と音響）の

作成（図１参照），８．舞台監督との打ち合わ

せ。（１～８は，他の公演でも同様に行った。）

また，公演実施に際して，スケジュール，出演

者，会場，その他に分類して検討すると，様々

な点の確認が必要である（表１参照）。

Ⅳ・１・１・２　１９９９年の場合

　１９９８年秋，上記の公演に協力した在日本エチ

オピア大使館・大使マハディ・アーメド・ガデ

ィドが，再度公演を実施したいということから
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準備が始まった。１９９８年１２月，国際交流基金に

公演助成の申請を行いながら，遠藤はエチオピ

ア大使と共に仙台市，佐久市などへ赴き，また

エチオピア大使館とかかわりの深い企業などを

訪問し，公演実現のための協力・協賛を依頼し

た。１９９９年４月，同基金の公演助成が内定し，

エチオピア大使館の協力によって，準備は１９９７

年よりスムーズに行われ，後述する会場で公演

が可能になった。

表１　確認事項

内　　容項　目

公演日，前日仕込み時間及び終了時間，開場及び開演時間，１及び２ベルの確認，
終演時間，舞台道具搬入時間及び撤収時間

スタッフのスケジュール

集合時間，場当たりの時間と内容確認，リハーサルの時間と内容確認，退場時間出演者のスケジュール

客席数，舞台の大きさ（縦と奥行き），形，舞台と客席の位置関係，舞台から天井
までの高さ，リノリウムの確認，スクリーンとマイクの有無，照明と音響機器の
確認，スライドとビデオ機器などの有無

会場

鍵の管理，会場スタッフ（受付，チケットモギリ，手伝い）人数の確認，入場料
設定の可否，飲料水と食事の手配，物品とプログラム販売の可否，駐車場の確認

その他

（筆者作成）

表２　公演日程（１９９７年）

入　場　料対　象場　所時間月　日

無料一般人東京，早稲田大学国際会議場１９：００１２月４日

無料（別途入館料）一般人大阪吹田，国立民族学博物館１４：００１２月６日

前２,０００円
当２,５００円

一般人滋賀，八日市芸術文化会館１４：００１２月７日

無料主に学生京都，京都文教大学１８：００１２月８日

無料主に学生京都，立命館大学１６：３０１２月９日

無料障害学級の生徒京都，永松記念教育センター１３：００１２月１０日

前２,０００円
当２,５００円

一般人京都，国際交流会館１８：３０１２月１２日

無料（別途大会参加費）主に学会員京都，ホテルサンフラワー１９：００１２月１３日

（筆者作成）



Ⅳ・１・２　公演日程

Ⅳ・１・２・１　１９９７年の場合

　１２月初旬，公演は，東京，大阪，滋賀県八日

市，京都（公演順）で開催した（表２参照）。

Ⅳ・１・２・２　１９９９年の場合

　１０月中旬，公演は，大阪，名古屋，東京，長

野県佐久，仙台，京都，大阪（公演順）で開催

した（表３参照）。１９９７年に紹介できなかった

日本の他の地域で開催し，より多くの人々に紹

介することも視野に入れて開催地を打診した結

果である。

Ⅳ・１・３　招聘団員

Ⅳ・１・３・１　１９９７年の場合

　招聘した舞踊団の団員は，男性マネージャー

１名を含めて１５名（男性音楽家５名，女性音楽

家１名，男性舞踊家４名，女性舞踊家４名），年

齢は５０歳代の音楽家が１名いるものの，主に２０

歳代後半から３０歳代前半の，プロとして活躍し

ているアーティストである。
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Ⅳ・１・３・２　１９９９年の場合

　男性マネージャー１名，男性ジャーナリスト

１名，男性大学教員１名を含めて１７名（男性音

楽家７名，女性音楽家１名，男性舞踊家３名，

女性舞踊家３名），年齢は２０歳代後半から３０歳

代前半の，プロとして活躍しているアーティス

トである。（ただし大学教員の年齢は５０歳代）

Ⅳ・１・４　公演演目

Ⅳ・１・４・１　１９９７年の場合

　前述した公演演目のコンセプトを基本にし

て，在日本エチオピア大使館やマネージャーの

意向，エチオピアの舞踊を対象にした研究家チ

ボー・バダセの論文（１９７０：１１９-１４６，１９７１：

１９１-２１７，１９７３：２１３-２３１）なども参考にしなが

ら，演目を選択した。会場によって若干異なる

が，主な舞踊演目は，以下である。

　１．アディ・アベバ…エチオピアの新年を祝

う舞踊。エチオピアの新年は，９月初旬

である。人々は冬が終わり，春になった

表３　公演日程（１９９９年）

入場料対　象場　所開演時間月　日

無料一般人大阪，大阪城ホール １０：００１０月９日

無料一般人大阪，御堂筋パレード１３：００１０月１０日

無料一般人大阪，万博公園１３：００１０月１１日

無料一般人名古屋，今池ガスホール１９：００１０月１３日

無料一般人東京，港区シティホール１９：００１０月１４日

１,０００円一般人長野県佐久，ホテルゴールデンセンチュリー１３：００１０月１６日

無料大学生宮城県仙台，宮城学院女子短期大学１１：００１０月１７日

無料一般人宮城県仙台，野外ステージ１３：００&１５：００１０月１７日

無料大学生京都，立命館大学１６：３０１０月２０日

無料大学生京都，京都精華大学１７：３０１０月２１日

前１,２００円
当１,５００円

一般人大阪，なみはやドーム１３：００１０月２４日

（筆者作成）



ことを喜びあう。マーガレットに似た

「マスカル」と呼ばれる小さな花が咲き，

辺り一面黄色に色づく。男性も女性も民

族衣装を身にまとい歌い踊る。

　２．ウォロ…エチオピア北東部ウォロの舞

踊。ウォロの舞踊は，長い間アムハラ人

の楽しみとされてきた。１人の美しい少

女が川に水をくみにやってきた。田舎で

は若い農夫は女性と知り合う場として，

川や市場を利用する。１人の男性が彼女

に声をかけるが，内気な女性は答えな

い。しばらくして彼女の気持ちが打ち解

けて来ると，女性は肩を動かしながら踊

りだす。男性は女性の水入れを持ち，互

いの友達を呼び皆で踊りだす。

　３．ティグリニャ…エチオピア北東部ティグ

リニャの舞踊。２拍子の太鼓演奏から始

まる。男女の太鼓を合図に，円になって

回りながら踊る。人々はリズムに合わせ

て手をたたきながら，足を踏む。クラー

ル（６弦のギター）の演奏が始まると，

肩を上下に動かしながら踊る。歌詞は，

美しいティグリニャの女性や地方を歌っ

たものが多い。

　４．グムズ…エチオピア西部グムズの舞踊。

男性が弓矢を持ち狩猟の様子を表現し，

獲物をとらえると，女性も集まり，喉を

鳴らすような声でララララを歌い，狩猟

の成功を祝う。

　５．グラゲ…アディス・アベバの南部グラゲ

の舞踊。膝を胸につけるように高く蹴り

あげて体を前傾させながら踊り，また足

のリズムにあわせて，顔に水をかけるよ

うに手をたたきながら踊る。これは，穀

物を脱穀するときの動作に由来するとい
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われている。

　６．ガンベラ…エチオピア西部ガンベラに住

むアニュワの舞踊。腰を振り動かすなど

の激しい動きとジャンプが多い舞踊であ

る。

　７．ウォライタ・コンソ…エチオピア南部ウ

ォライタ・コンソの舞踊。腰から下肢を

中心にした動きが特徴的である。舞台で

は，盾と槍を持って踊る戦闘舞踊が踊ら

れた。

　８．オロモ…アディス・アベバの南に住むオ

ロモの舞踊。オロモは，エチオピアで最

も大きな民族の１つである。（アルシ）

オロモの女性は，激しく首を８の字に振

り回しながら踊る。牧畜で使う棒を用い

乗馬のような動きもあり，人々の生活が

反映されている。

　９．ソマリ…エチオピア東部とその隣国ソマ

リに広く分布するソマリの舞踊。ソマリ

人は，ラクダを連れて水場を移動する遊

牧民である。舞踊は，手と身体を使った

ジェスチャーにあり，演劇的要素が強い

のが特徴である。

　１０．ゴッジャム…エチオピア北西ゴッジャム

地方に住むアムハラの舞踊。アムハラ人

の舞踊の特徴は，肩と胸の動きを中心に

動かすことで，エスケスタと呼ばれてい

る。アムハラの舞踊では，誰が一番すぐ

れたエスケスタを長く続けられるのかを

競い合う。エチオピアでは，人々が客席

から舞台へ上がり，舞踊家と自分のエス

ケスタを勝負する。

　１１．ゴンダール…エチオピア北部ゴンダール

地方の舞踊。ゴンダールは，１７世紀ファ

シラダス王がゴッジャムから移り住み，



歴史の中心となった地方である。ゴンダ

ールのエスケスタは，ゴッジャムのエス

ケスタをさらに豊かに発展させた。胸に

かけたクロスが，どれだけ遠くまで飛ば

せるかによってエスケスタの素晴らしさ

を判断する。女性による鳥が水を飲むよ

うな動き，男性による闘鶏のような動き

もあり，人々の生活が反映されている。

　また，京都公演（１２月９日，１２月１３日）では，

エチオピアの舞踊と和太鼓のコラボレーション

を実施した。

Ⅳ・１・４・２　１９９９年の場合

　公演は，在日本エチオピア大使館のエチオピ

ア文化週間の一環として行った。公演演目は，

大使マハディ・アーメド・ガディドの意向を確

認しながら決定した。しかし結果的には，１９９７

年と同じになったため，公演演目の記載は割愛

する。

Ⅳ・１・５　公演評価

Ⅳ・１・５・１　１９９７年の場合

　観客数（概算）に関して言えば，東京では，

一般人の他に，アフリカを中心とする数ヵ国の

在日大使やその大使館関係者，東京に在住の多
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数のエチオピア人など６００名，大阪では４００名，

京都と八日市では，観客数の正確な集計ができ

なかったが，入場者数は少なかった。公演演目

は，前述したコンセプトに基づいて演目の構成

を検討し，演目のアナウンス，ワークショップ

などによってまるごとの舞踊体験ができるよう

な工夫をした。また，東京会場のロビーでは，

在日本エチオピア大使館の協力により，エチオ

ピアのコーヒーセレモニーを実演することがで

き，会場を舞台の延長ととらえる目的が実現で

きた。会場の観客は，エチオピアの舞踊，その

踊りの背景，人々の生活などを理解したようで

あり，舞踊公演は，拍手喝采をあび，好評を博

した。

　しかしながら，問題がなかったわけではな

い。松田（１９９８：３４-３５）が述べているように，

１つは，エチオピアの高地文化中心になってし

まい，とりわけウォロ，ゴッジャム，ゴンダー

ルに代表されるアムハラの舞踊が強調されすぎ

たことである。これは，次に述べるもう１つの

問題の表裏一体をなすものである。エチオピア

の様々な民族の舞踊を踊ることができる舞踊家

たちではあったが，現実には，舞踊家の出身で

あるアムハラ，オロモ，ティグレ，グラゲに限

写真１　エチオピアの舞踊と和太鼓のコラボレーション
１９９７年１２月　於：立命館大学　撮影：大学スタッフ

写真２　エチオピアの舞踊
１９９９年１０月　於：佐久　撮影：佐久市役所スタッフ



られており，他の民族の舞踊は，本物とはいい

がたかった。なかでもガンべラ（エチオピアの

南西）に住んでいるアニュワ人の舞踊は，都市

に暮らすアムハラ人の差別意識が創りだした舞

踊ともいえ，下品で，野蛮で，嘲笑の対象とし

て演出された舞踊を「民族舞踊」として紹介す

ることは，公演の主旨に反する。ホンモノにこ

だわればアムハラ帝国主義を容認することにな

り，多様な民族文化にこだわればニセモノを見

せることになる，というジレンマに陥り，結局

在日本エチオピア大使館の意向もあって，後者

に決めざるをえなかった。

　次に，特筆すべきは，朝霞市立朝霞第四中学

校・教員中條克俊と生徒たちが，社会科の授業

の一環として，公演を鑑賞しワークショップに

参加してくれたことである。中條は，中学生に

アンケートをしたところ，アフリカのイメージ

は，暑い，黒人，ジャングル，動物であり，ア

フリカに住む人々のくらしについては全くとい

ってよいほど未知の世界のようである，という

結果から，国際理解教育においては，いまだに

「脱亜入欧」であり，子どもたちの世界認識は，

アジア・アフリカの視点が抜け落ち，「ひとご

との世界」になっており，特にアフリカの認識

が乏しく，アフリカ諸国への共感も連帯感も乏

しくなる，と思った。それを踏まえて，中条

は，アメリカ合衆国とアフリカの２単元の連続

性を重視した授業計画をたてた実践例を報告し

ている１５）。例えば，アトランタオリンピック，

アトランタ出身のマーティン・ルーサーキング

牧師，スティービー・ワンダーとアトランタ，

オリンピックで活躍したアフロ・アメリカンと

黒人アフリカ勢，南アフリカの男子マラソン選

手チェグネワとエチオピアの女子マラソン選手

ロバなど，様々な授業のアイディアを述べてい
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る。そのような授業を展開している折に，本公

演に参加したわけである。公演に参加すること

によって，エチオピアの舞踊と文化や社会のこ

とがよく理解できた，ということであった。

　さて，アフリカの認識は，中学校だけではな

く，小学校においてもあてはまる。開発教育研

究者である西岡尚也（２００７）は次のことを指摘

している。小学校の世界地理学習の教科書にお

いて，記述分量で最も軽視されているのがアフ

リカであり，その内容は，プラスイメージが少

なく，貧困・飢餓・難民などのネガティブ＝マ

イナスイメージが強調され，途上国に対する児

童の正しい理解が妨げられている。第３世界へ

の偏見をもたせない工夫をする必要があり，そ

の際マイナスイメージを助長する内容は避ける

必要があり，特に「純粋な子どもたちの世界へ

の興味」「地域バランスのとれた世界認識」を

伸ばし育てる視点が導入されるべきである，と。

　上記より，マイナスイメージを伴わないアフ

リカの民族舞踊を上記教育の教材にすること

は，意義が大きいと考えられる１６）。

　また，１２月９日と１２月１３日に実施したエチオ

ピアの舞踊と和太鼓のコラボレーションは，参

加者の拍手喝さいを浴び，高く評価された。目

的３で掲げた，新しい舞踊の隆盛に貢献したと

思われる。

Ⅳ・１・５・２　１９９９年の場合

　観客の動員数（概算）に関していえば，大阪

では，御堂筋パレードに１３０万人，万博祭りに

５,０００人，名古屋では３００人，東京では４００人，佐

久では５００人，立命館大学では１００人，京都精華

大学では２００人，なみはやドームでは２,０００人で

あり，各会場で好評を博した。１９９７年の公演評

価で述べたように，演目の構成に問題はあるも

のの，多くの日本人に紹介するという公演目的



の１つは達成された，といえる。

Ⅳ・２　ケニアの民族舞踊公演

Ⅳ・２・１　公演準備

Ⅳ・２・１・１　２００３年の場合

　公演の計画は，２００１年秋に始まった。冒頭で

述べたように２００１年４月～２００２年３月，遠藤

は，ケニアに滞在し，日本学術振興会の仕事を

しながら，ケニアで著名な音楽家の１人である

ジュリアス・チャロ・シュトゥをインフォーマ

ントにして，ケニアの舞踊と社会に関するフィ

ールドワークを行った。その過程で，エチオピ

アに隣接するケニアの舞踊団を招聘して，アフ

リカの文化の多様性を紹介したいと考えた。

　その前段として，２００２年９月～２００３年２月，

ジュリアス・チャロ・シュトゥを国際交流基金

フェローシップ（芸術家）として立命館大学が

受け入れ，遠藤が協力者になった。研究題名

は，「和太鼓との実験的共演を通じての日本音

楽の研究」であり，ゼミ生と共に共同研究と実

践活動を行った。その後，２００２年１２月，国際交

流基金へ公演助成を申請しながら，１９９７年と同

様に関係諸機関や個人に公演の協力・協賛の依

頼を行った。２００３年４月，同基金の公演助成が

内定し，関係機関・個人の協力・協賛を得た結

果，２００３年１０月，シュトゥを団長とするギリヤ

マ舞踊団を日本へ招聘することが可能になっ

た。

Ⅳ・２・１・２　２００６年の場合

　２００５年秋頃，伊丹アイフォニックホールか

ら，アフリカの舞踊団招聘に関する打診があっ

た。それをうけて準備を開始した。これまでと

同様に，様々な諸機関・組織に連絡をしたが，

協力・協賛が取れなかったため，本格的な公演

は，１回のみになった。
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Ⅳ・２・２　公演日程

Ⅳ・２・２・１　２００３年の場合

　１０月中旬，公演は，前橋，東京，横濱，豊中，

大阪，京都，宇治，仙台（公演順）で開催した

（表４参照）。

Ⅳ・２・２・２　２００６年の場合

　８月中旬，本格的な公演は，伊丹のみであ

り，他は立命館大学のオープンキャンパス出演

や研究会出演などである。（表５参照）。

Ⅳ・２・３　招聘団員

Ⅳ・２・３・１　２００３年の場合

　招聘した舞踊団の団員は，男性団長兼音楽家

１名含めて１０名（男性音楽家兼舞踊家２名，男

性音楽家１名，女性舞踊家６名），年齢は５０歳

代の音楽家が１名いたものの，他は２０歳代から

３０歳代の，プロとして活躍しているアーティス

トである。

Ⅳ・２・３・２　２００６年の場合

　招聘した団員は，団長兼音楽家１名含めて８

名（男性音楽家兼舞踊家２名，女性舞踊家５

名），年齢は２０歳代から３０歳代の，プロとして

活躍しているアーティストである。

写真３　ケニアの舞踊
２００６年６月　於：ナイロビ　撮影：高橋京子



Ⅳ・２・４　公演演目

Ⅳ・２・４・１　２００３年の場合

　前述した公演演目のコンセプトを基本にし

て，ジュリアス・チャロ・シュトゥの意向，ケ

ニアの舞踊や音楽を対象にした研究家ジョー

ジ・セノガ・ザケの著書（２０００），ボーマス・
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オブ・ケニアのプログラムなど参考にしなが

ら，演目を選択した。会場によって多少異なる

が，主な舞踊演目は，以下である。

　１．ニャンティティ…ケニア西ビクトリア湖

周辺に住むルオ人の舞踊。ニャンティテ

ィは，８弦のリラでルオ人が演奏する楽

表５　公演日程（２００６年）

入場料対　象場　所開演時間月　日

無料高校生
一般人

立命館大学，オープンキャンパス１３：００８月５日

無料大学生立命館大学１６：００８月５日

無料大学生立命館大学１０：００８月６日

無料大学生立命館大学１０：００８月７日

前３,０００円
当３,５００円

一般人伊丹，アイフォニック・ホール１９：００８月８日

（筆者作成）

表４　公演日程（２００３年）

入場料対　象場　所開演時間月　日

３,５００円一般人前橋，夢スタジオ，書上三代子トリオwithギリヤマダンストュル
ープコラボレーション

１８：００１０月９日

６,０００円一般人前橋，夢スタジオ，書上三代子トリオwithギリヤマダンストュル
ープコラボレーション

１９：４０

１,０００円一般人東京，BUDDY /バディ１９：３０１０月１０日

前４,０００円
当５,０００円

一般人横濱，横浜関内ホール大ホール，JAZZ PROMUNADE出演
（ジャズピアニストとのコラボレーション）

１６：３０１０月１１日

無料一般人豊中，駅前広場１０：００１０月１２日

無料一般人大阪，御堂筋パレード１３：００１０月１２日

無料一般人京都，立命館大学１３：００１０月１５日

前１,８００円
当２,０００円

一般人京都，京都芸術センター１９：００１０月１６日

無料大学生宇治，京都文教大学１２：３０１０月１７日

前１,８００円
当２,０００円

一般人京都，京都芸術センター１９：００１０月１７日

無料一般人宇治，宇治公民館１４：００１０月１８日

無料大学生仙台，宮城学院女子大学１２：００１０月１９日

（筆者作成）



器である。楽器の名称が舞踊の名称にも

なり，結婚式，葬式などのセレモニーの

時に踊られる。舞踊の動作には，コロブ

スモンキーの動作やカヌーを漕ぐ動作が

みられる。

　２．ボラナ…ケニア北部のマルサビット，モ

ヤレに住んでいるボラナ（特に若人）の

舞踊。ボラナ人は，家畜を飼って生計を

立てているため，舞踊動作にもそれが反

映去れ，牛の動きを模倣した動作などが

みられる。結婚式などで踊られる。

　３．チャカチャ…ケニアの海岸地方に住むバ

ンツーの人々の舞踊。舞踊の特徴は，ベ

リーダンスをイメージさせる腰の動きに

あり，アラビア的な要素も含まれてい

る。結婚式や誕生日，その他めでたい機

会に踊られる。娯楽として，あるいは子

孫繁栄を願う祈りもこめて踊る，と考え

られている。

　４．ドウエ…ケニアの海岸地方の舞踊。ドウ

エとは，労働を意味する言葉であり，労

働歌を歌いながら女性によって踊られ

る。女性は，この舞踊を農作物の収穫時

あるいは穀物をすりつぶす時に歌い踊

る。

　５．オルトゥ…ケニア西ビクトリア湖周辺の

舞踊。オルトゥとは，１弦楽器の名称で

あるが，舞踊の名称にもなっている。結

婚式や葬式などの機会に，あるいは村の

長老や老人を喜ばせるために踊られる。

ビクトリア湖地域の人々は，船に乗り，

漁労をして生計を立てている。それが舞

踊動作にも反映され，魚を取っている様

子やカヌーを漕いでいるしぐさがみられ

る。肩を振るわせる動作は，雨の神に感
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謝する動作とも考えられている。

　６．マサイ…ケニアのリフトバレー周辺マサ

イ人の舞踊。戦争に出陣する戦士を励ま

すために，あるいは戦争が終わり，勝利

を祝って踊られる。男性が，首を動かし

ながら高くジャンプする動作は，男性の

エネルギーのシンボルで，それに対して

女性の首のみを動かす動作は，男性のエ

ネルギーを引き出すためと考えられてい

る。首の動きは，キリンやダチョウの動

きを模倣したと考えられている。

　７．カラチョーニョ…ケニア西部のルオ地方

で踊られる舞踊。結婚式で踊られたり，

長老を楽しませるためにも踊られる。

　また，前橋と横濱では，日本人プロのアーテ

ィストとのコラボレーションを実施した。

Ⅳ・２・４・１　２００６年の場合

　公演演目は，２００３年の公演と重複した演目も

あるが，新たに以下を加えて公演した。

　１．ルオの舞踊…ニャンザ地方（西）のルオ

民族の女性の舞踊。豊作を祝うものであ

る。

　２．キクユ…ケニア中央部キクユ民族の女性

が踊る舞踊。男性の割礼儀式のためのも

のである。

　３．ミジケンダ…沿岸地方ミジケンダ民族の

女性たちが庭仕事の時に踊る舞踊

　４．イスクーティ…西部地方ルーヤ民族の舞

踊。子供の誕生を祝うものである。

　５．チェチェメコ…沿岸地方に暮らすギリヤ

マの舞踊。様々な祝いの時に踊られる。

　会場ロビーには，動物の彫刻，絵画，太鼓な

どを展示し，文化がわかるように工夫した。ま

たアクセサリー，服，カバン等の物販も行っ

た。



Ⅳ・２・５　公演評価

Ⅳ・２・５・１　２００３年の場合

　公演の観客数（概数）は，前橋２００名，東京

１００名，横浜５００名，大阪１００名，京都５００名，仙

台３００名であ。ほとんどすべての会場で拍手喝

采され，好評を博した。観客の主なアンケート

結果は，１．ケニアのダイナミックな舞踊と音

楽がすばらしかった，２．舞踊の動きの意味が

わかってみると，舞踊の見方がかわる，３．簡

単にみえる動きでも動いてみるとむずかしいな

どであった。しかし，公演で演奏した太鼓・ジ

ャンべは，西アフリカの太鼓であるため，ケニ

アの民族舞踊に演奏するのはおかしい，という

意見もだされた。確かにジャンべのルーツをた

どれば，そのとおりであるが，以下の２点から

ジャンベを演奏した。１．冒頭でも述べたよう

に，今日のアフリカには，世界の様々な情報，

人材，物資が流入しており，太鼓も例外ではな

い。今日のケニアでは，多くのアーティストが

民族舞踊の公演にジャンべを演奏している。

２．ケニアの他の伝統的な太鼓を演奏する場

合，同時に複数の同じ太鼓を用意しなければな

らない。それらを日本へ運ぶのは，経済的な面

から，むずかしい事情があったためである。

　また，ケニアにいる民族は，様々であるが，

言語系でいえばバントゥー語系，ナイル語系，

クシュ語系に分類される。舞踊公演では，クシ

ュ語系の舞踊はボラナだけで，バントゥー語系

とナイル語系の舞踊に偏っている。これは，ケ

ニアの国立劇場ともいえるボーマス・オブ・ケ

ニアでも同じである。この理由としては，クシ

ュ語系の人々は，一箇所に定住していないこと

や地域が広すぎることなどから舞踊の実態が把

握できない，などが挙げられる（遠藤２００５/ 

２００６：４８-４９）。現段階では，民族の多様性を反
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映させることがむずかいい状況にある。

　さて，書上三代子や板橋文夫らとコラボレー

ションを行うことによって，今までにない音に

よる表現や身体による表現が見られた。新しい

舞踊の隆盛の一助になったと考えられる。

Ⅳ・２・５・２　２００６年の場合

　公演の観客数は，２９７名であった。公演の評

価自体は，２００３年と同じであるため，詳細は割

愛する。

Ⅳ・３　タンザニアの舞踊公演

Ⅳ・３・１　公演準備

　２００６年春，林原フォーラム（林原財団主催）

の一環としてタンザニアのチビテ舞踊団を招聘

することから始まった。前回と同様に，タンザ

ニアと舞踊のかかわりのある関係機関・個人に

協力・協賛の依頼を行い，２００７年冬，国際交流

基金に公演助成の申請を行った。２００８年２月，

遠藤がタンザニアへ行き，招聘するチビテ舞踊

団に聞き取り調査を行い，舞踊団の女性マネー

ジャーと公演の概略を相談した。２００８年４月，

同基金の助成内定を受け，タンザニアのマネー

ジャーとメールで公演の詳細を決めながら，以

下のような舞踊公演が可能になった。

写真４　タンザニア　家族で踊るチビテ舞踊団
２００８年２月　於：タンザニア　撮影：遠藤



Ⅳ・３・２　公演日程

　２００８年１１月中旬，公演は，伊丹，岡山，京都，

宇治，東京，宇治で開催した（表６参照）。

Ⅳ・３・３　招聘団員

　招聘した舞踊団の団員は，女性マネージャー

１名を含む舞踊家兼音楽家９名（男性４名，女

性４名），年齢は，１名は５０歳代，その他は２０歳

代から３０歳代であり，チビテ（ゴゴ語で「さあ

行こう」の意味）舞踊団の一員として活躍して

いるアーティストである。チビテ舞踊団は，タ

ンザニアを代表する民族音楽家フクウェ・ウ

ビ・ザウォセの子どもや親族が中心になってで

きたもので，日本を含めて世界５０か国で公演を

行っている。

Ⅳ・３・４　公演演目

　前述した公演演目のコンセプトを基本にし，

団員，マネージャーの意向を参考にして公演演

目を決定した。様々な楽器演奏も含まれている

が，主な舞踊演目は，以下である。

　１．ムジキ　カジ…タンザニア中心部ドドマ

州のブギリ村に住んでいたゴゴ人の舞

踊。女性たちが，横一列に並んで太鼓を
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脚の間に挟んだまま肩を震わせながら激

しく踊る。女性が脚の間に太鼓を挟んで

歌い踊るゴゴ人独特の形式（ムへメ）が

ある。祭りや収穫のときに踊られる。音

楽を作ることも農作業や家畜の世話など

か変わらない大切な仕事であるという内

容の歌を歌う。

　２．ヘコヘコ…タンザニア中央部シンギダ地

方のニャトール人によるマウィンディと

いう舞踊。肩や手足を激しく動かし，農

作業を表現し，収穫を祝う。

　３．チビテ　ワメクジャ…タンザニアと南の

隣国モザンビークの国境にあるマコンデ

人の舞踊。チビテの歌や踊りを聴かせた

い，見せたいという内容である。

　４．ワシリ　マリ　ヤ　ムニョンゲ…タンザ

ニア国内の様々な民族の舞踊をミックス

させた舞踊。農業や牧畜などんな仕事も

協力しながらやっていこう，という内容

の歌を歌う。

　５．ンゴークワ…タンザニア南部リンディ・

ムトワラ地方のマコンデ人の舞踊。祝い

などの機会に踊られ，体のばねを使い躍

動感がある踊りである。外面がよくても

表６　公演日程（２００８）

入場料対　象場　所開演時間月　日

前３,５００円
当４,０００円

一般人伊丹，アイフォニックホール１４：００１１月１５日

無料一般人岡山，山陽新聞さん太ホール１４：００１１月１６日

無料障害学級の生徒京都，京都市国際交流会館１０：３０１１月１８日

無料大学生宇治，京都文教大学１３：００１１月１９日

無料一般人東京，青山学院大学１５：２５１１月２０日

５００円一般人宇治文化センター１３：００１１月２２日

（筆者作成）



内面もいいとは限らないという歌を歌

う。

　６．ジアンザ　リニ　ウェンザング…海岸地

方の舞踊を中心に他の民族舞踊をミック

スして踊る。人間は良い人ばかりではな

い，うそをついてはいけない，という歌

を歌う。

　７．ウチュミ　イェトウ…タンザニア北西部

のムワンザ州などビクトリア湖の南側に

多く住むスクマ人の舞踊。スクマ人は，

農耕牧畜民である。舞踊では，それが反

映され小道具として鍬，斧などを使って

踊られ，農作業をがんばろうという歌を

歌う。

　８．ミゲニゲンデレ…タンザニア西部に多く

住むニャムウェジ人の舞踊。手拍子を打

ちながら歌い，踊る。仕事が終わってお

互いをねぎらうときに歌い踊る。

　また，舞台では，演目の合間にタンザニアの

社会や文化がわかる説明を行った。例えば，廃

品となった水道管を笛として利用しているこ

と，タイヤのゴムを再利用していること，大き

な布（カンガ）の絵柄によって，身に纏う人々

の気持ちを表現しているなど。

Ⅳ・３・５　公演評価

　観客数の動員に関しては，伊丹３１４名，岡山

３００名，京都，国際交流会館１０５名，京都文教大

学２４０名，東京２００名，宇治３５０名であり，各会場

とも盛況であった。観客の主な感想は，以下で

ある：１．演奏と舞踊の迫力に圧倒された。

２．予想以上に洗練されていれ，素晴らしい舞

踊と音楽であった，３．タンザニアの社会や文

化について触れることができたのでよかった，

４．廃品から楽器を利用してつくるとは驚い
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た，５．大自然を守っていく私たちの使命を感

じた，６．タンザニアの社会や文化がわかって

よかった，７．今回がきっかけとなって，アフ

リカ文化に興味を持ったなど。

Ⅴ　まとめ

　日本ではアフリカの民族舞踊に直接触れる機

会が少ないという現状を踏まえて，筆者たち

は，舞踊そのものを紹介しようとボランティア

組織であるエチオプス・アート日本委員会を結

成し，アフリカの民族舞踊公演を計画した。そ

の目的は，１．アフリカの文化的多様性を日本

各地で紹介すること，２．アフリカと日本との

国際・文化交流，相互理解，平和友好の一助に

資すること，３．舞踊の新しい隆盛に貢献する

こと，である。その際に，「舞踊まるごと体験」

（アフリカで踊られている舞踊とそれにかかわ

る社会・文化を観る・知る・体験する）をキー

ワードに実施した。本稿では，日本の劇場で行

ったエチオピア，ケニア，タンザニアの民族舞

踊公演を検討した。その結果，舞踊や音楽を実

際に聴き，観て，感じることにより，お互いの

国際・文化交流，相互理解，平和友好に役立て

ることができたと思われる。しかしながら，以

下の課題も生じたが，今後解決したいと考え

る：１．偏りなく民族舞踊を文化の多様性をい

かに紹介するのか…エチオピアのアムハラ人の

舞踊が多い，ケニアのクシュ語系の舞踊が少な

いなど，２．創られた民族舞踊をどう考えるの

か…エチオピアのアムハラ人の差別意識によっ

て創られた舞踊ガンベラ，３．どこまでを民族

楽器というのか…ケニア人が演奏する西アフリ

カの太鼓ジャンベなど。

　最後に，芸術が市場として成立し営利経済の



中で機能する，いわゆる「商業芸術」もあるが，

アフリカの舞踊公演は，それが成立しえない芸

術だと思われる。本稿の事例が示すように，国

際交流・理解のための１つの手立てとして重要

かつ必要である。この観点からいえば，国際交

流基金のような公演助成は，不可欠であると思

われるが，今日では財政難のため公演助成が行

われなくなった。これは，同基金だけに限った

ことではない。１９８０年代に加速した官民挙げて

の文化ブームは，２１世紀に入り景気後退と財政

難で沈静化している。

　このような厳しい社会経済環境の中において

も，筆者たちのような民間レベルの文化活動

は，必要であり，今後とも他の民間あるいは行

政との連携をはかりながら，公演活動を実施し

ていくことが必要なのではないだろうか。

おわりに

　これまでのアフリカの民族舞踊公演実績をふ

まえ，今年は，ガーナの舞踊団を招聘し，ガー

ナの舞踊と社会を紹介し，国際・文化交流，相

互理解の一端を担いたいと考えている。最後

に，本稿でとりあげた公演の実施に際して，協

力・協賛・公演をしてくださった国際交流基

金，関係諸団体，組織，さらには資料収集に協

力してくださった立命館大学・非常勤講師，相

原進氏に心より御礼を申し上げます。

注
１） １９９９年度国際交流基金人物の海外派遣助成事
業。助成対象事業名「エチオピアと日本のダン
スに関する比較研究」助成額９６６,０００円の一環
として行った。

２） ２００５年度国際交流基金「文化財保存助成」事
業，事業名称「モーションキャプチャを利用し

劇場におけるアフリカの民族舞踊（遠藤保子・松田　凡） 45

た舞踊動作のデジタルアーカイブ化事業」助成
額４,０１８,９１０円。申請団体：立命館大学，事業担
当責任者：遠藤保子，の一環として行ったもの
である。なお，研究成果報告は，この現地の以
下の新聞において高く評価され，好評を博し
た：1. Sunday Vanguard, March 12 2006 Vol. 23 
No. 1068924 pp. 40, 42　2. The Punch, March 
10, 2006 Vol. 17 No. 19, 558 p. 45　3. This 
Day, March 12 2006 Vol.11 No. 3977 pp. 94-95 

4. The Guardian, March 15 2006 Vol. 22 No. 9, 

973 p. 66　5. Daily Sun, March 15 2006 Vol. 2 
No. 673 p. 23　6. Daily Independent, March 
15 2006 Vol. 3 No. 921 p. E7

 ２００９年度日本学術振興会基盤研究（B）「モー
ションキャプチャを利用したアフリカの舞踊に
関する総合的研究」研究代表者：遠藤保子　助
成額２,９００,０００円の一環として実施した。

３） ２００５年度日本学術振興会基盤研究（C）「今日
のアフリカにおける身体表現と社会」研究代表
者：遠藤保子，助成額１,０００,０００円の一環として
行った。

４） 当初は，エチオピアの舞踊のみを対象にした
ため，エチオプスという表現を用いた。しか
し，アフリカの国境線は，文化の国境線とは一
致しないという観点から，ケニアの舞踊と社会
を紹介する公演も手掛け，徐々にアフリカの他
の国も対象にして公演活動を行っている。

５） 大学院生とは，１９９７年～１９９９年は池田章子，
２００３年～２００６年は高橋京子である。

６） １９９７年度国際交流基金公演事業助成「クイー
ン・シバ民族舞踊団日本公演」助成額２,３６６,０００円

７） １９９８年度国際交流基金日本文化紹介助成「平
和創造プロジェクト─エチオ・ジャパン　ハー
トフルセッション─」助成額２,０９０,４００円

８） １９９９年度国際交流基金公演事業助成「エチオ
ピア民族舞踊団日本公演」助成額３,４４３,０００円

９） ２００３年度国際交流基金公演事業助成「ケニア
民族舞踊団日本公演招聘事業」助成額１,２５０,０００円

１０） ２００６年度（財）伊丹市文化振興財団助成「地
球音楽シリーズ１１９『ケニアの律動』」助成額
１,６６０,６３０円

１１） ２００８年度国際交流基金公演事業助成「タンザ



ニアチビテ舞踊団日本公演２００８」助成額
９３６,０００円

１２） 榊は，演劇で使われる「場」という言葉の意
味を検討し，「場」とは，「場所」という物理的
な空間を指すのではなく，人間同士の関係と場
所空間が融合し合った概念として考えている。
エチオプス・アート委員会では，「舞踊まるご
と体験」をキーワードにしながら，アーティス
トと観客の国際・文化交流を公演目的の１つに
した。したがって，劇場という場所は，「場」と
も考えられる。

１３） 発端は，１９９６年春ごろ，第１３回国際エチオピ
ア学会（１９９７年１２月開催）準備委員会におい
て，学会時にエチオピア舞踊団を招聘したほう
がいい，という故福井勝義（京都大学・教授）
の提案に基づいて始まった。

１４） アフリカの団員が，日本のビザを取得するた
めには，以下の書類が必要になる：１．身元保
証書，２．招聘理由書　３．日本での滞在スケ
ジュール，４．フライトスケジュール，５．フ
ライトの領収書かフライトチケット，６．経済
負担書，７．身元保証人の在職証明書，８．身
元保証人の収入証明書など

１５） １９９６年９月～１１月，中条克俊教員は，アフリ
カの授業を実施し，中條克俊「国際連帯の教育
　中学生のアフリカ認識」日教組第４６次教育研
究全国集会報告書第１５分科会　および１９９７年８
月「中学生のアフリカ認識」歴教協第４９回全国
大会　於：宮城教育大学で発表している。

１６） 遠藤保子は，共同研究者八村広三郎，崔雄，
高橋京子らと共にナイジェリアの舞踊のデジタ
ルデータをもとに，小学生を対象にした映像教
材『ワンダーランド探検隊～アフリカの舞踊・
音楽・社会～』を制作し，２００８年度外務省主催
第５回開発教育・国際理解教育コンクール「世
界」をひろげるはじめの一歩に応募し，特別審
査員賞を受賞した。
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Abstract: We have conducted fieldwork regarding African folk dances and presented our research 

in both Japan and Africa. Considering that Japanese audiences have few opportunities to be 

directly exposed to African folk dances, we set up a volunteer organization named the Aethiops 

Art Japan Committee to introduce African dances to Japanese audiences by holding public 

performances in Japan. Its objectives are to 1) introduce the cultural diversity Africa enjoys to 

Japanese people; 2) help facilitate international cultural exchange, mutual understanding, and 

peaceful and friendly relations between Africa and Japan; and 3) contribute to revitalizing African 

folk dances. We organized events with the key concept of providing “firsthand experience with 

African dances”─or see, know and experience African dances and the sociocultural background 

behind such dances. This paper examined Ethiopian, Kenyan and Tanzanian folk dances 

performed in Japanese theaters. As a result, it was found that Japanese people’s exposure─

listening, watching and feeling─to African dance and music performances has helped promote 

international cultural exchanges, mutual understanding, and peaceful and friendly relations 

between Africa and Japan.

Keywords: Africa, folk dances, theater, performance
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